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1 まえがき
運転支援システムのためのドライバの運転状況理解や，

ディジタルサイネージにおける広告効果測定などを目的
として，カメラを用いて人物の視線方向を推定する技術
が注目されている．視線方向を推定する方法の一つとし
て，目領域の検出による方法がある [1]．この方法では
画像中から目領域中の虹彩の位置を検出することで視線
方向を高精度に推定する．そのため，高解像度なカメラ
や専用の装着型デバイスを用いるなどして，高品質な目
領域画像を得る必要がある．しかし実環境下で得られる
人物画像は，低解像度であることや遮蔽や照明変化を含
むことなどが多く，高品質な目領域画像を安定して取得
することは難しい．一方で，顔の向きの推定は，目領域
の検出に比べて実現が容易であると考えられる．そのた
め，顔の向きを推定してそれを視線方向の代わりに用い
る研究が行われている [2]．この研究では，視線方向の
生起確率が顔の向きを中心に分布するという仮定を置い
ている．しかしながら実際には，眼球と首の可動範囲や
可動速度の違いから，体に対する顔の向きやその時間的
な変化がその分布の形状に偏りを生じさせると考えられ
る．そこで我々は，このことを利用して視線方向の生起
確率分布を高精度に推定することを検討している．本発
表ではそのための予備的調査として，体に対する顔の向
きと視線方向の関係について調査した．

2 実験
2.1 実験方法
−170度から 180度まで，10度刻みに数字が書かれた

角度マーカを 36個用意し，それを半径約 2mの円上に
10度間隔で設置した．その円の中心に正面が 0度とな
るように椅子を設置し，椅子を真上から見下ろすように
カメラを固定した．被験者の頭部に顔向きを測定するた
めのカラーマーカを付け，体の向きを 0度に固定するた
めに椅子に着席してもらった．そして指示した角度マー
カを被験者に見てもらい，被験者頭部のカラーマーカを
画像中から検出することによりそのときの顔の向きを得
た．一人の被験者には各角度マーカを 3回ずつ見てもら
い，これを 9人分撮影した．

2.2 結果と考察
体に対する顔の向きが 0度，60度．120度のときの視

線方向の分布をそれぞれ図 1に示す．横軸 θは視線方向
を表し，縦軸はその生起確率を表す．図 1より，体に対
する顔の向きが 0度のとき，つまり体と顔が同じ方向を

図 1 体に対する顔の向きと視線方向の関係
向いているときは，視線方向の生起確率は顔の向きを中
心に分布していることがわかる．一方，体の向きに対す
る顔の向きが 60度，120度と大きくなるにつれ，顔の
向きと視線方向のずれが大きくなり，分布が狭くなって
いくことがわかる．

3 まとめ
目領域の検出が困難な状況下で，視線方向をその生起

確率として推定するための予備的調査として，体に対す
る顔の向きと視線方向の関係について調査した．その結
果，体に対する顔の向きが大きくなると，視線方向は顔
の向きから大きくずれ，分布が狭くなる傾向があること
がわかった．今後の課題として，実際の人物画像から求
めた体の向きと顔の向きを用いて視線方向の生起確率分
布を推定すること，体に対する顔向きの時間的な変化を
考慮することなどが挙げられる．
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